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性暴力のない社会に向けて

～知っておきたい性的同意と第三者介入の話～

慶應義塾大学未公認団体Safe Campus
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【※注意※】

センシティブな内容（性暴力など）に触れます。

周囲の状況に配慮し、

気分が悪くなった際には無理せず視聴を中断してください。
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Safe Campus

性暴力の被害をなくしたい。加害者も出したくない。
そのために大学のあり方や学生の意識を変えてい
きたい。私たちはそのような思いから 2019年に活
動を始めました。

三田、矢上、藤沢などキャンパスの垣根を越えて、
現在約20名の慶應生が活動しています。

啓発活動
• ワークショップ等の開催 [通期]

• シンポジウム開催 [2019]

• 署名活動 [2019-20]

• 「性的同意ハンドブック」製作 [2021]

• アクティブバイスタンダーバッジ 

[2021] 

調査・ロビイング活動
• 学内性暴力実態調査 [2020]

• 自治組織「全塾協議会」との性暴力

防止に関する規約作成 [2021]

• 第二回学内性暴力実態調査 [2022]
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Safe Campusについて
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日本の
性暴力被害

● 被害の状況

● どこで被害が起きているか

● 被害者の相談の有無

4
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26.4%
＼突然ですが、考えてみてください！／
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この数字が何かわかりますか？
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内閣府の調査報告書※1によれば、回答者のうち

26.4%※2の人が何らかの被害を受けている

 17.8％ 12.4%
同意のない性的接触
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同意のない性行為性的な言葉がけ

4.1%

およそ10人に2人が経験 およそ10人に1人が経験

※2 任意の回答者の回答内容に基づいた結果であり、疫病的遭遇率を示すものではない

※1 若年層の性暴力被害の実態に関するオンラインアンケート及びヒアリング結果報告書



© 2024 Safe Campus© 2024 Safe Campus

被害はどこで、誰との間で起きている？

＜加害者の属性＞ ＜発生場所 ＞

1位   通っていた(いる)
        学校・大学の関係者
   (教職員、先輩、同級生など)
2位  まったく知らない人 　

1位　学校
2位   公共交通機関
3位   インターネット・SNS上

＜被害にあった時の状況＞

1位  自分に行われていることがよくわからない状態だった
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オンラインでの性暴力
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加害者との関係 件数(%)
SNSなどインターネット上で知

り合った人 37.5
全く知らない人         33.9
通っている学校・大学の関係者 19.2
… …

被害の状況 件数(%)
インターネットやSNSで相手か

ら脅された(暴言、周囲に言い

ふらす、画像のばらまきなど) 28.5
自分に行われていることがよく

分からない状態だった 22.2
相手から脅された         14.7

… …

情報ツールを用いた性暴力被害者の85.3%が女性。



© 2024 Safe Campus© 2024 Safe Campus

被害者は相談をしている？
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被害者のうち47.3%が相談していない

「恥ずかしくて誰にも言えなかったから」

「相談するほどのことではないと思ったから」

「相談しても無駄だと思ったから」

「どこ(誰)に相談すればよいのかわからなかったから」

然るべき相談機関で相談することは重要。

しかし、被害の約半数は相談につながっていない状況にある。
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参考にした調査の概要

名称：若年層の性暴力被害の実態に関するオンラインアンケート

調査期間：2022 年 1 月 7～17 日  

対象：全国の16〜24歳の方

方法：オンラインアンケート、スクリーニング調査、本調査

内閣府男女共同参画局による

令和３年度若年層に対する性暴力の予防啓発相談事業  
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なぜ「性暴力」の理解が大事なのか？
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そもそも
性犯罪・性暴
力って何？

12
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性犯罪・性暴力って何？

性暴力とは、
「本人の望まない性的な行為」のこと
（『性犯罪・性暴力とは』内閣府 男女共同参画局より）
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【※注意※】
次のスライド以降、性暴力の具体的な事例に言及します。

気分が悪くなりそうな方は次のセクションまで動画を飛ばしてください。

➡ すべての性的行為には性的同意が確認されることが必要
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✓ 相手の身体の一部や
異物を無理やり膣や
口、肛門に挿入された

✓ 避妊なしの強制的な
性交

✓ 意識を失っている状態
での性交

✓ 相手の裸や性器を見せられた

さまざまな性暴力
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✓ 言葉による性的な
いやがらせ

✓ 体の特徴についていや
らしいことを言われた

言葉 視覚

✓ 体を触られた、触らせられた
✓ キスをされた
✓ 服を脱がされた、脱がさせられた
✓ 性器を押し付けられた
✓ 体液をかけられた

身体接触を
伴う

性交を
伴う

✓ インターネット・スマホなどで性的に嫌な経験をした
✓ 下着や裸を撮影された
✓ 下着姿や裸の写真を送るよう強要された
✓ なりすました相手から性的な嫌がらせを受けた

情報ツールを
用いた
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性暴力と性犯罪の違い
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性犯罪とは、性暴力のうち法律で規定され刑事事件の対象となるもの

→法整備の遅れ・対象の狭さが指摘されており、改正が進んでいる

● 不同意性交等罪、不同意わいせつ罪（旧強制性交等罪、不同意わいせつ罪）
● 撮影罪、「グルーミング」罪
● 監護者性交等罪、監護者わいせつ罪
● リベンジポルノ防止法 etc…

「不同意」の構成要件
①暴行・脅迫　②心身の障害　③アルコール・薬物　④睡眠や意識不明状態　⑤不意
打ち　⑥恐怖・驚愕　⑦虐待による心理的反応　⑧経済的・社会的地位
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性暴力と性犯罪の違い（続き）
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法的には直接的に処罰できない性暴力（例：性的な発言など）もある。

ただし、
・別の法令で処罰される可能性

→名誉棄損罪、侮辱罪、各都道府県の迷惑防止条例...etc.
・民事裁判での賠償、職場での懲戒処分など社会的制裁の可能性

「法律に触れるからダメ、法律に触れないからOK」ではない
→法に触れない性暴力であっても、被害者側は深く傷ついてしまう
→性的同意を積極的に取っていくことが重要
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性的同意
について
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3
● ３つの要素

● 同意の取り方

● “Yes Means Yes”
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性的同意

■性的行為に及ぶ前にお互いの積極的な意思表示を確かめ合うこと

18

キスをしたら
性行為をしても
よい

それ、同意とれていません！
同意のない性的な行為は全て性暴力です

(自分は先輩)
後輩をホテルに
誘ったら断ってはこ
なかったから、同意
してると思った

飲みの場で相手の
体に触れたら、笑っ
てたから嫌じゃない
んだろうと思った

性的同意とれてますか？
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性的同意

■性的行為に及ぶ前にお互いの積極的な意思表示を確かめ合うこと

〈性的同意で大切な要素〉

19

1

2

3

非強制性

対等性

非継続性

相手が同意を断れる環境が整っていること

相手との権力関係が対等であること

一つの行為に対する同意が別の行為の同意を意味しないこと

また、一度同意をとったからといって次もOKと言う訳ではない
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性的同意

性暴力の約９割は顔見知りからの被害

「付き合ってる / 結婚しているし、、」

「いつもお世話になっている人だから、、」

→信頼や権力の中に性的同意は取れない。

また、沈黙や曖昧な応答は同意取れたことにならない
　

『healthline Your Guide to Sexual Consent』
 https://www.healthline.com/health/guide-to-consent#understanding-sexual-assault　
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こんな声をいただきます　

日常生活の中では実際にどのようなやり方で同意をとるのが望ましいのか...？

気を付けたいこと

：明示的に行為を提示すること　行動を起こす側が積極的な Yesを聞く責任がある

①サインを決める

・行為についてのサイン
・途中で中断したくなった時のサイン

○○してもいいか？
/やめたい

②一回一回確認する

同意を取る側
「この先/○○してもいいかな？」
「途中で嫌になったら言ってもいいよ」

同意を断る側
「キスはいいけど、セックスはしたくない」
「大好きだけど今日は気分じゃない」

▼同意を取る際のルール決め ▼

京都市男女共同参画推進協会
association_GH1808.pdf (wings-kyoto.jp)

21

https://www.wings-kyoto.jp/pdfjs/web/viewer.html?file=https://www.wings-kyoto.jp/docs/association_GH1808.pdf
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難しいポイント...

まずは性や性的同意について安心してオープンに
話せる場作りが必要！

性暴力に関するワークショップをきっかけに、
身近な話題作りに繋げてもらえると幸いです

文化的な様々な前提

● 暗黙の了解
○ 「場を乱してはいけない」
○ 「相手を尊重しなければならない」 etc.

➡言葉にして同意を取ることが恥ずかしい、ムードが壊れるなどの悩み

22

関係性は人それぞれ異なる
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性的同意に関してSafe Campusが取る立場

“YES MEANS YES 型”

：積極的な同意がない行為を性暴力とみなす
　-Yes以外は全てNo

<参考>スウェーデン「性犯罪に関する法改正」（ 2018）

前提　
全ての個人がセクシャル・インテグリティーと性的自己決定権をもち、それが
尊重されなければならないということ

相手が参加の言質を示しても同意があるとは認められない状況
相手方が15歳以下の子供で、その子供が性行為に同意した場合
　(刑法第6章第4～6条)

”NO MEANS NO型”
・

性行為に対して拒否の意を
示したにも拘らず一方的に性
的な行為をした場合を犯罪と

する
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「〇〇なら大
丈夫」が危険

24

4 ● 飲酒と性暴力の関係性
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「○○なら大丈夫」が危険！

「オンラインだから性暴力被害は起こらない」？

「同性同士なら性暴力被害は絶対に起こらない」？

「飲み会がなければ大丈夫」？

・LINEで執拗に性的な話や写真・動画を強要する

・性的指向に基づいた差別的な発言やからかい

・オンライン飲みの場での執拗なセクハラ発言

・先輩という立場を利用した性的な行為の強要

以下はすべて性暴力にあたります。

25
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「○○なら大丈夫」が危険！

「デジタル性暴力」と呼ばれ、内閣府や警察
庁でも注意が呼びかけられています。

性的指向（誰を好きになるか）・性自認（自分
の認識する性）に基づく差別を
「SOGIハラスメント」と言います。
人のセクシャリティを勝手に公表するのは「 ア
ウティング」と呼ばれ、絶対にしてはならない
ことです。

オンラインでもセクハラ・性暴力は
起こります！

同意には、そもそも「対等であること」が必要
です。力関係がある場合は、特に自分の及
ぼすパワーに自覚的になりましょう。
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LINEで執拗に性的な話や写真・動画を強要する

性的指向に基づいた差別的な発言やからかい

オンライン飲みでの執拗なセクハラ発言

先輩という立場を利用した性的な行為の強要
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飲酒と性暴力の関係性

悪いのはお酒ではなく、加害者です。

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC4484270/ A.Abbey J Stud Alcohol Suppl. 2002 Mar; (14): 118–128. 

● 「言い訳」にするために飲酒をする可能性

● 衝動性などの性格的特徴やピアグループ（自分の所属グ

ループ特有の）規範が、大量飲酒と性的暴行の両方に導

く可能性

➡もともと持っている攻撃性などが飲酒によって強化 され

る。

お酒自体が悪いわけではない！

飲酒を禁止するのではなく、飲酒を伴う場でも安全な環境を作ることに焦点を当てましょう！
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https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC4484270/
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セクシュアリ
ティについて

28

5
● 無意識に傷つけてしまうかも

● SOGIEについて

● LGBTQ＋について
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セクシュアリティについて🌈

実はこうした悪気なく発言した言葉であっても、

相手を深く傷つけてしまう可能性があります…！

無意識に他人を傷つける可能性のある発言

「ゲイの人って面白いから
友達になりたいんだよね～」

「あいつゲイらしいよ」

「LGBTQ＋なの？
意外！全然見えない」「彼女／彼氏いるの？もしかしてそっち系？」

29
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セクシュアリティについて🌈
SOGIEとは：誰もが持っている性に関する属性

SO(Sexual Orientation)　　　　　
性的指向　　　　自分の恋愛や

性愛がどのような対象に向か

うか、

また、その在り方

例）同性が好き、異性が好き、

性別関係なく好き、

恋愛感情を持たない...など

    GI(Gender Identity)
性自認

自分の認識する性別

（心の性）

例）自分は女性／男性である、

どちらでもない、中性である、両

性である…など

GE(Gender Expression)  
性表現     

自分の表現したいと思う

性別の在り方

例）服装や髪型といったファッ

ション、言葉遣い、

身振り…など

※性自認と必ずしも一致しない

30
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セクシュアリティについて🌈

31

■LGBTQ＋とは：「性的マイノリティ」の総称とされるもの

L

G

B

T

Q

+

レズビアン　　　　　　　女性同性愛者

ゲイ　　　　　　　　　　男性同性愛者

バイセクシャル　　　　　男性も女性も好きになる人　

トランスジェンダー　　　出生時に割り当てられた生物学的・戸籍上の性別と性自認が異なる人

クエスチョニングまたは

クイア　　　　

性自認につい「わからない」「決めたくない」という状態（クエスチョニング）
性的マイノリティを総称する言葉（クイア）

上記のLGBTQ以外にも多様な性が存在することを示すもの
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セクシュアリティについて🌈
SOGIEハラとは：SOGIE（性的指向、性自認、性表現）に基づくハラスメントの

こと。

①差別的な言動や嘲笑、呼称（ホモやレズなど）

②いじめ・無視・暴力

③望まない性別での生活の強要

④就職先における不当な異動や解雇、学校における不当な入学拒否や強制転校

⑤本人の許可なくSOGIEについて暴露すること（「アウティング」）

32
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セクシュアリティについて🌈

実はこうした悪気なく発言した言葉であっても、

相手を深く傷つけてしまう可能性があります…！

無意識に相手を傷つける可能性のある発言

「ゲイの人って面白いから
友達になりたいんだよね～」

「あいつゲイらしいよ」

「LGBTQ＋なの？
意外！全然見えない」

「彼女／彼氏いるの？もしかしてそっち系？」

33

→異性愛を前提にしている
→アウティング
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被害者の
心理的被害

34

6
● 被害者の精神状態

● セカンドレイプについて

● 「レイプ神話」について

● 相談機関の紹介
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被害者の心理的な被害

被害者の心理状態

「汚れてしまった」
「恋愛ができない」
「結婚できない」
未来への絶望感

「自分が悪い」
「相手を加害者にしてし
まった」
自責感、罪悪感

「自分には性的な価値し
かない」

↓
性非行や性風俗へ
さらなる被害の連鎖

「受け止めてもらえない
のでは」
「誰も信じられない」
他者への不信感

「以前の自分は明るくいら
れたのに」
「今の自分が嫌い」
自己肯定感の低下

「価値がなくなってし
まった」
自尊心の著しい低下

35
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被害者の心理的な被害（ここでは特にレイプなど）

被害直後の精神障害

‐ ASD (Acute Stress Disorder) /急性ストレス障害（4日～1か月以内）

‐ 出来事を現実と受け止められず、混乱した状態

‐ 日常生活に支障をきたす強く不快な反応（悪夢、動悸、過呼吸等）

‐ トラウマ周辺解離が生じることも

強いストレスにさらされた場合などに、意識、記憶、同一性や感覚など通常は統合されている機能が破綻してしまう状態を指す。症

状としては、現実感の喪失、心因性健忘、離人感（自分が自分でないような感覚）などが挙げられる。
（犯　罪被害者に対する急性期心理社会支援ガイドラインより）

36
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被害者の心理的な被害（ここでは特にレイプなど）

長期的に継続する可能性のある精神障害

‐ PTSD (Posttraumatic Stress Disorder) / 心的外傷後ストレス障害

　被害後3か月～, 1か月以上続くもの
　米国でのレイプ被害経験者  男性 65.0% 女性 45.9%がPTSDを経験（Kessler et al., 1995）
　※他の被害（災害、身体的虐待、事故等）と比較しても 有意に高い

‐ うつ病

‐ 薬物依存・アルコール依存

　二つ以上のアルコール関連問題を抱える人の割合が非被害者の13.4倍
　二つ以上の薬物関連問題を抱える率が非被害者の26.0倍（Kilpatric et al., 1992）

‐ 自殺企図のリスク

　性的被害を含む暴力被害を受けた女性の34.7%が自殺企図の経験、非被害者の14.8倍
（Rees et al,. 2011）

37



© 2024 Safe Campus© 2024 Safe Campus

セカンドレイプ（二次被害）とは

性暴力の被害者に

原因が被害者にあると思わせるような言葉

を投げかけたり

被害実態に無理解、偏見を持った態度

で接し傷つけること。

可愛かったからだよ

あなたの服装や態度が
悪かったんじゃない？

そんなんで済んで
よかったね

渡辺智子,『Q&A　わかりやすい女性の人権』,明石書店,2003年
渡辺和子,『キャンパス・セクシュアル・ハラスメント―調査・分析・対策』,啓文社,1997年 38
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レイプ神話

1.　強姦とは、異常な男が、暗く人通りの少ない道で、通りがかりの見知らぬ女性を、

　　衝動的に襲うことである

2.　被害にあうのは女性が悪いからだ（女性に落ち度があったからだ）

3.　夫婦間では強姦はあり得ない

4.　挑発的な服装の女性が被害にあう

5.　女性が本気で抵抗すれば強姦は防げる

6.　本当に強姦にあったなら女性は事件後ただちに泣きながら警察に届けるはずだ

7.　女性は同意に基づく性行をした後になって、同意していなかったと嘘をつくものだ

8.　女性は本心では強姦されることを望んでいる

三成美保・笹沼朋子・立石直子『ジェンダー法学入門』法律文化社, 2019

・・・レイプにまつわる偏見、間違った認識

39

必ずしも、
男性が加害者
女性が被害者という訳
ではない！
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被害者をさらに苦しめる周囲の言動

身近な被害者から相談を受けた際のセカンドレイプ的発言

・・・被害者の心理により悪影響を及ぼす場合も

性暴力の責任は100％加害者にあることを認識し、

被害者に寄り添い、親身に話を聞いたり、

被害者の気持ちを尊重する姿勢が大切

被害者の心理的な被害

40
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第三者介入
について

41

7 ● ５Dについて

● もしも被害が起きてしまったら
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第三者介入について

「自分が第三者として行動できた経験」はありますか？

❏ 同意のないボディタッチをしている人がいたので、わざと飲み物をこぼして気を逸ら

した

❏ 友人に執拗に視線を送っている人がいたので、間に立ってガードした

❏ 飲み会の場でセクハラ発言があったとき、指摘した

❏ 痴漢被害に遭ってしまった人に駅員室まで付き添った

❏ Zoomで飲み会中に性的な嫌がらせがあったので、スマホで録画した

42
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自分ができる5D
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性暴力の予
防と対応

44

8 ● 相談先はここ！

● サークルにおける予防と対応
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● 性犯罪被害相談電話【警察庁】

#8103（ハートさん）

各都道府県警察の性犯罪被害相談窓口。性犯罪に遭った際にどう対処すべきか等

を教えてもらえる。※緊急を要する場合は110番が推奨されている

● 性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター

#8891（はやくワンストップ）

各都道府県にある性犯罪・性暴力に関する相談窓口。

● CureTime【内閣府】

性暴力に関するSNS相談窓口（チャット形式）。匿名で相談を受け付ける。

行政の相談機関

45
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もし被害が起きてしまったら？

● 加害者と被害者への対応を事前に考えておくことが重要です！

💡ポイント💡
● 被害者の意思を最優先すること
● 被害者が不利にならないようにする

繰り返しになりますが、
「あなたにも非があるよね」

「なんでそんなことをしたの？」
といったセカンドレイプにあたる発言は絶対にNG！

46
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そもそも性暴力を防止するには？

②普段から相談しやすい
環境づくり

③万一の際にすぐに対応できる
仕組みづくりとその活用

①平時からの啓発・知識の共有

・定期MTGなどでの情報共有
-所属メンバー全員の集まる場であること
-性暴力の定義
-団体として性暴力を容認しない姿勢
- 学内/学外の相談機関の紹介
-団体内での相談先

・毎年ハラスメントに関する実態調査を実
施
-顧問および会長の先生に協力のもとで
実行

・匿名の相談フォームを設置
-内容を公開していいかの確認項目を
設定
-毎月の定例冒頭で公開許可を得たも
ののみ、必ずその内容を共有する仕
組みを制定

・飲み会・合宿のルール設定
-毎回の冒頭で主催者が「何かあれば
自分に報告して」といい、その様子を
動画で記録した

安全なコミュニティ作りをするのに必要な３つのフレームワークとその中身の例

参考：福岡県性暴力対策パンフレット, STOP SV: A Technical Package to 
Prevent Sexual Violence -CDCほか

※あくまで一例です。自分の団体でできる防止策をぜひ
考えてみてください。

・ハラスメント対応専門の役職の設定
-メンバーは幹部以外で構成
-複数人配置（担当者が一人だと相談し
づらい場合が想定されるため）

・加害者に対する処罰を規約に盛り込む

・被害発生時の行動計画の策定
-次ページ以降参照→
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https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/138203.pdf
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万一被害が起こってしまったらどうする？

💡ポイント💡
● 被害者の意思を最優先すること
● 被害者が不利にならないように！

※あくまで一例です。「絶対に正しい対応」はありません。

出典：神奈川県警HP, SARC東京HP, 埼玉県性暴力ワンストッ
プ支援センターHPなど

　対被害者

・「あなたは悪くない」と伝える
・被害者の意思を尊重し話を聞く
-被害者が言いたくないことは無理に言
わせない

⚠強制性交などの場合⚠
・安全な場所を確保する
・警察or#8891に連絡
-被害者の意思を確認
・証拠をとっておくよう伝える

対加害者/居合わせた
第三者

・その場にいる場合は
留まらせる

・勝手に口外しないよ
う伝える

①直後の対応 ②長期の対応

・被害者が望んだ場合、
相談機関などの情報提供をす
る
・どのような対応を望むか聞く
・誰に、どこまで言ってほしい/
言ってほしくないか聞く
・加害者と接する機会をつくら
ない

・ルールがある場合は
それに則り対応する
（退会させるなど）

・「あなたのしたことは絶
対に許されない」と伝え
る

対被害者 対加害者

48
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万が一被害が起こった場合

③再発防止策

💡ポイント💡
● 被害者の意思を最優先すること
● 被害者が不利にならないようにすること

出典：神奈川県警HP, SARC東京HP, 埼玉県性暴力ワンストッ
プ支援センターHPなど

※被害者が良いとする範囲で

・被害が起きた経緯などを調べ、団体の制度などに問題があれば改善する
例）団体内のジェンダーロールを見直す、相談役を設ける、被害のリスクの高いイベントを廃止する

・外部講師を呼ぶなどして性暴力や性的同意に対する問題意識を高める

49
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もし被害が起きてしまったら？

幹部と協議をした上で、学生部に同時に
相談をする。処分は幹部、グループリー
ダー等関係者で話し合いを行い、決定す
る。起きた事件はすべて全体に公開し、
実名も伏せないで共有する。

不適切な例

● 勝手に公表をしてしまっている

● 被害者の意思が全く尊重されていない

● 学生部は相談機関ではない（報告は

OK）

被害者の意思を確認し、どのように対応
してほしいか、加害者にどうしてほしいか
を聞く。相談機関を紹介し、必要があれ
ば付き添いを申し出る。
また、セカンドレイプをしないよう再度周
知を徹底する。

適切な例

● 被害者の意思を尊重している

● 相談機関につないでいる

● セカンドレイプのリスクについて把握して

いる
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クロージング

最後までご視聴いただきありがとうございました🌱
動画の内容を皆様の所属組織での性暴力防止に
役立てていただけますと幸いです。

団体公式SNS
Safe Campus

Twitter: @Safe_Campus_
Instagram: 
@safe_campus_
Facebook: Safe Campus

公式サイト
ＱＲコード
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